
巻頭言

OA化は一石二鳥
鮎jLS別 i村野和雄

英文論文誌が4分Illrとして充子丁されてから一年余りがたちました

那,内容.体成ともにnf判が応く,籾瀬なすべりだLをみせている

ことは大変嵯ばしいことと思います 英文論文誌の笛繁がボラン

ティ7捕神によるFl毛運IIは 抑堤としていることから,タイムリー
な特集FJ･を企画し質の店い,_̂文を募ってalA史話としての曲レベルを

維持するための笛触委11長.箱躯幹■拝をはじめ指炎委fl各位の御努

)Jは並大抵のことではないと想います

ai柴に携わる者にとって姑近は強力な助っ人が現れてきました.

それは電7･メーJL,やデータベースなど進展が著しいOAツールで,

これらの適用によって作菜の大幅な効平化が[･r能となり.ボラン

ティア運常を艮期的に維持できる比姐Lが明るくなってきたように

思います 特に.花了･メールは編集委flのrLiJの連絡を非常に芥BJJに

し.会合のLPI数を減らすなどその効果は絶大のようです_

芯了.メールの効用は.送りf-からLiると芯議と共なって柿下が在

席かどうか心配をせずにメッセージを送れるという利点があり,受

けT:からするとFJ分の州;合のよい時日‖二メッセージを受ィ.7.し,これ

に対して返イ諾.触送,u己多.lhなどの処刑を思うままにできる,という

刺.0.があります.もちろん,実帖I''jJ通ィ.-;ではないので,lI'子報のやり
とりのサイクルには辿常-El程度かかりますが.これがFlり抱となる

ほどの緊急連絡はほんの 部でしょう 将来は紹悠rXJ係に留まらず.

会firMの連綿,学会情報の通知,論文の投稿 ･楓狂など応用はどん

どん拡大していくことでし上う こうしてみると'-堤+メールは新し

い過信の世界をr刑きつつあるようにみえ,77クシミリに次ぐ人相T

の新メディアの超ft=かと期待がもてます.

電子メールの例でもわかるように,0∧ツ-ルは壮新の:rtLl-･佃
報 ･適1請技術の炎横であり.まさに本学会が推進する乍IHlの発Juiの
成果として4=まれでくるといっても過言ではないと恩います.しか

し｢鮒Iiの白袴｣のR'盛のとおり,rXl連分野の研究開発に従一拝する
才支術者の中でもまだまだOAの効果を充分に享受しているとはいえ

ないのが秋夫ではないでしょうか 今,技術研究がシーズ指IhJ型か

らニーズ指向村-の此れシフトが求められている時代に.これを'J;

現する拡もてっとりrp-いJJ一法は研究音自らがユーザとなり.ニーズ
にもっと敏感になることではないでし上うか そういう意味から学

があると思うのです.

研究者自ら舷新技術のユーザとなり,業務の効率化を進めると)lt･
に,次の技術rNl発の l̂E･lのヒントをつかむ拠り所にするという心構

えが大切のように思います.


